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１ 研究主題 

  豊かな心を育てる道徳、特別活動の指導方法 
 
２ 研究主題設定の意図 

  学習指導要領では、特別活動の目標と道徳教育の目標の関連を図ることが

重視されている。そして、特別活動の目標として、「望ましい集団活動を通し

て、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団の一員としてよりよ

い生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、

自己の生き方についての考えを深め、自己を生かす能力を養う。」と示してい

る。特に、道徳、特別活動部では、「望ましい人間関係づくりの能力」の育成

を課題として、「豊かな心」を育てる道徳、特別活動の指導方法の研修を進め

てきた。 
 
３ 事業の実際 

○ ４月 テーマの設定と研修の進め方の確認 
 
  ○ ６月 講演会  
       ・講師 阿賀野市立水原小学校 土田暢也 様 
       ・演題「いじめを防ぐ道徳授業の実践」 
 
  ○１１月 実践発表会 
       一人一人の会員による実践の発表を通して、「豊かな心」を育て

るための指導方法について情報交換を行った。発表の内容は以下

のとおりである。 
     〈道徳に関して〉 

・ 道徳的判断力を養うための道徳の授業の実践について 
・ 同和教育の視点に立った道徳の授業の実践について 
・ 水俣病にかかわる学習の実践について 

     〈特別活動に関して〉 
・ 委員会活動の充実、見直しについて 
・ 児童会活動を通して集団性を高める指導について 
・ 学級活動の充実について 
・ 児童会行事、縦割り班活動の実際と保護者への活動紹介 


